過去の事例から自分たちを振り返るネタ集

（年月は、ニュースとなったおおよその時期です）

※実名は削除しています。
· 新基準を満たさないユッケを提供　金沢市の焼き肉店
2012年3月

生食用食肉の新基準を満たさないユッケを客に提供したとして、金沢市は市内の焼き肉店に対して厳重注意の行政指導を行った。外部から通報があり、保健所が立ち入り検査をして違反を確認した。店主は新基準に定められた調理設備などを設置せずにユッケを調理、提供していたことを認めた上で「客にどうしても出してと言われ提供した」と説明した。
（コメント）
コンプライアンス違反を犯す人には、「結果に対して責任を負う」という意識が希薄だったり、「どんな事態が起こり得るか」を想像しなかったりする人が多いのかもしれません。お客様の要求どおりにユッケを提供したら、「どんな事態が起こり得るか」、また「起きたことにどんな責任を負うのか」を店主が想像してさえいれば、このコンプライアンス違反は避けられたはずです。人には「その場逃れをする・都合良く考える・悪いことには目を向けたがらない」などの心の弱みが少なからずあります。

このケースでも心の弱みから「強引に頼んだ客が悪い、自分には責任はない」と考えたのでしょう。

わたしたちにも同じ心の弱みがあります。コンプライアンス違反になりそうな場面に遭遇したら、しっかりと先を想像して、正しい対応をするようにしてください。
· 伊勢エビ誇大広告　市がパンフレット回収
2012年3月

宮崎県N市が販売支援をしている、伊勢海老を使った名産品のパンフレットに、健康増進法違反（誇大表示）などに抵触する恐れのある記述が見つかり、保健所が回収を指導していたことがわかった。

パンフレットには「殻に血糖値を下げる効果が期待されるキトサンなどが含まれ、殻ごと食べると健康成分を摂取しやすくなる」と記述があった。担当していたN市職員は、インターネット上から参考となる情報を得ていたが、裏付けとなる科学的な調査は行われていなかった。N市はパンフレットを回収して作り直す方針。
（コメント）
N市の担当者には、宣伝のために「嘘や誇大な内容」をパンフレットに載せる意図はなかったと思います。しかし、過去に健康食品の誇大表示や虚偽表示が問題になった事例は数多くあり、パンフレットの記述には十分な注意が必要なことを理解していたはすです。それでもN市職員が軽率な行為をしてしまったのは、何がコンプライアンス違反になるのかを十分に確認しなかったからだと思います。

わたしたちが担当する仕事ではどんなことに注意すべきなのか、仕事の進め方だけでなくコンプライアンス面でも確認を怠らないようにしましょう。
· 信用金庫職員が4億円横領 懲戒解雇、遊興費に1億円
2012年3月

N信用金庫は、職員の男性が過去1年間に顧客の定期預金の払戻金など約4億円を横領し、うち約1億円を遊興費などに充てたとして、懲戒解雇した。N信用金庫は今後、この元職員を刑事告訴する。

N信用金庫によると、元職員は営業担当していた約90の顧客から満期となった定期預金の払戻金などを約250回にわたり流用し、計約4億円を横領した。
（コメント）
地域密着で営業する信用金庫（以降、信金）は、顧客とのコミュニケーションを大事にしているため、担当者と顧客とのつながりが強くなります。そのため顧客は多少不審に思うことがあっても、顔なじみの担当者から言葉巧みな説明で納得してしまうことが多かったと思われます。

信金もこのような問題を認識して、お金の受け渡しについてルールを定めるなど対策を講じていました。しかし「ルールを知っている」、「ルール違反に誰もが気づく」ことが機能する条件で、このケースのように顧客がルールを良く知らなかったり、怪しんでも誤魔化されるようでは、機能しなかったのは当然でした。

対策を強化していくことは必要ですが、そのなかで重要なのは「人的リスクへの対策」です。

わたしたちは、会社全体の取り組みはもちろん、職場のなかでの従業員ひとり一人のコンプライアンス意識啓発に努めていく必要があります。
